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　私たちが生きる社会はこれまで以上のス

ピードで変化を続けています。コロナ禍によ

るライフスタイルや働き方の変化、人工知能

（AI）の飛躍的な進化に伴う生成 AIの出現と

ビジネスの変容、そして異常気象の増加に代

表されるような気候変動――こうした変化は

社会へますます大きなインパクトを与えるよ

うになっており、私たちは一つひとつの問題

と向き合いながら新たな解決策を導き出す必

要があります。

　現代社会が直面している課題を解決する

上で、もちろんデジタルテクノロジーを無

視することはできません。この数十年で社

会のデジタル化は大きく進展しましたし、

多くの課題が解消されてきたことは間違い

ありません。

　ただし、これまでのデジタル化はもっぱ

ら「効率化」のために行われてきたと言える

かもしれません。既存の産業や業務プロセス

などのデジタル化は自動化や省力化、最適化

に使われることが多く、たしかにこうした効

率化が大きな成果を上げてきたことも事実で

しょう。しかし、デジタルテクノロジーを効

率化だけに使っていてよいのでしょうか。私

たちは、デジタルテクノロジーのポテンシャ

ルを解放する上でも、効率化ではなく新たな

価値を生み出すためのデジタル化を進める必

要があると考えています。

　こうした考え方を前提としながら、私たち

は 2019年に IOWN構想を発表し、光電融合

技術の開発に取り組んできました。この技術

は、私たちが 1960年代から研究開発を進め

てきた光技術を活用して光を基盤としたネッ

トワークをつくることで、まったく新たな情

報処理を実現するものです。

　2019年の発表以降、私たちは電子技術か

ら光電融合型の情報処理へと移行すべく、光

電融合技術の研究開発を進めるとともに、新

たなネットワークとコンピューティングの開

発にも取り組んできました。近年は基礎技

術に取り組むだけでなく、エンターテインメ

ントや医療などさまざまな領域でアプリケー

ションやサービスの実証実験や実装も進めて

います。さらには国内外の多くの企業と連携

することで、私たちだけが動くのではなく、

社会全体へ大きなムーブメントをつくってい

くような実践も続けています。

　IOWN構想は、いよいよ現実のものとなり

つつあります。新たな価値創造を通じて多く

の社会課題を解決し、持続可能な社会を実現

するために――私たちは、限界を超えたイノ

ベーションの実現へこれからも取り組みつづ

けていきます。
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データ量と消費電力量の
破壊的増加

　現在この社会が直面しているさまざまな

課題を解決するために、私たちは情報処理

の考え方を変えていかなければなりません。

なぜなら、たとえデジタルテクノロジーに

よって多くの課題を解決できるとしても、

すでに現代の情報処理環境は限界を迎えつ

つあるからです。

　たとえば、人々が扱うデータ量は年々爆発

的に増加しています。フルハイビジョンから

16K映像になるなど動画の高精細化によって

約 750倍データ量が増えると言われますし、

メタバースのような仮想空間の活用が増え 2

次元データだけでなく 3次元データを扱う

ようになると約 30倍の変化が生じると考え

られています。あるいは IoT のような現実空

間の機器とインターネットの接続を考えてみ

ても、2017 年には世界で 270 億個とされて

いた IoT 機器は 2030 年に 1,250 億個まで増

えることが予想されています。総務省の情報

通信白書によれば、世界のデータ量は

2030年前後に 1 ヨタバイト（1 テラバイトの

1 兆倍）を突破すると考えられています。

もちろん、データ量が増加すればデータセ

ンターの消費電力も増えていきます。2018

年を基準とすると、2030年にはデータセン

ターの消費電力も約 13倍に増加するとされ

ます。この数年で広く普及することとなっ

た AIやビットコインのような暗号資産もま

た、莫大な電力を消費することが問題視され

ています。大規模言語モデルの 1回あたりの

学習に必要な電力は原子力発電所 1基 1時間

分の電力量に匹敵しますし、ビットコインは

2022年時点でマレーシアやスウェーデンと

いった国々と同程度の電力を消費しているこ

とが指摘されています。デジタル化が進むに

つれてデータの生成と利用が増え、それに伴

いデータを処理・保存するためのエネルギー

も必要となるのです。この問題を解決するこ

となしに、社会のデジタル化も AIの活用も

ありえないでしょう。

電気から光へ
――IOWNが描き出す夢

　そこで私たちが注目したのが「光」技術で

した。大容量データの処理において、電気回

路は伝送距離によって消費電力が極端に増え

る上、同じ時間でたくさんの処理を行うには

動作周波数を増やす必要があり、さらに消費

電力が増えることが課題となっていました。

しかし、光ならば伝送距離が伸びても動作

周波数が増えてもほとんど電力が増えないた

め、私たちは数十年前から光による情報処理

に取り組んできました。私たちは情報を伝送

する光ファイバを世界で初めて実用化・商用

化していたため、「伝送」における光技術の

導入はすでに進んでいましたが、データ処理

の領域においても光技術を使えないか検討を

進めていったのです。

　こうして生まれたのが「IOWN（Innovative 

Optical and Wireless Network）構想」です。

IOWNは、光デバイスを活用してネットワー

クから端末の処理に至るまですべてに光の技

術を導入することで、大容量・低遅延・低消

費電力という３つのインパクトを引き起こし

ます。大容量という点では伝送容量が 125倍

まで増え、低遅延においてはエンドエンドの

遅延が 1/200まで縮まると考えられていま

す。また、消費電力においては光ファイバケー

ブルだけでなく伝送装置に光（波長）スルー

を、情報処理基盤に光電融合素子を使うこと

IOWN 躍動：
光と AI から見えてくる
これからの社会

KICKSTART IOWN

2019 年の IOWN 構想発表以降、私たちは着実に IOWN 実現に向けたテクノロジーの研究開発を進めてきました。
そして今年 3 月、ついに APN IOWN1.0 としてサービス展開が始まり、いよいよ構想から実現のフェーズへと移ろ
うとしています。果たして IOWN はどこから来て、どこに向かおうとしているのか――「光」と「AI」をキーワー
ドに IOWN から見えてくるこれからの社会を考えます。

IOWNの利点

※ 1：フォトニクス技術適用部分の
電力効率の目標値

※ 2 ：光ファイバ 1本あたりの
通信容量の目標値

※ 3 ：同一県内で圧縮処理が不要となる
映像トラヒックでの遅延の目標値

伝送媒体 ・波長（光信号）

独立

波長 A

波長 B
処理遅延なし

音声

大容量動画 ( 非圧縮 )

1000 [Tbps/ ファイバ ]

光 →光 → 光 →

光／光

・波長単位で伝送
・待ち合わせ処理不要
・データの圧縮不要

光ファイバケーブル

光 (波長 )スルー

光電融合素子

伝送装置

情報処理基盤

低消費電力

電力効率 100 倍※ 1 伝送容量 125 倍※ 2 エンドエンド遅延
1/200※ 3

大容量・高品質 低遅延
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続可能な社会・世界をつくっていきたいと考

えています。肉体的な健康のみならずさまざ

まな観点から幸福を捉えなおすWell-being

の概念と情報基盤は一見関係がないように

思われるかもしれませんが、わたしたちは多

くの産業を支えている技術と社会を支える

価値観や概念は深くつながっていると考え

ています。

　たとえば、かつて家電や自動車の製造が盛

んだった 1980年代は、多くの産業でより性

能が高く使いやすい製品をより多くつくるた

めに技術革新が生じていました。「質」を高

めるために技術が使われていたわけです。そ

の後 1990年代に入り半導体・IT産業が隆盛

すると、デジタル技術の発展と普及により、

ただの「質」だけでなく情報の量や速度といっ

た「数」が重視されていくようになりました。

　こうした時代を経て、いまわたしたちの社

会は情報やプロダクトの質や数だけではな

く、新たな「価値観」が求められているので

はないでしょうか。ただ大量の情報を高速に

処理できれば価値があるわけではなく、それ

らがどのように人々の生活や幸福とつながっ

ているのかが問われているのです。

　物質的な豊かさと製品の品質が重視された

時代から、情報のアクセス性と量が重視され

た時代、そして一人ひとりの幸福とよりよい

生活の実現が重視される時代へ――時代を支

える価値観に伴って技術のあり方が変わって

きたからこそ、わたしたちは IOWNがつく

りだす新たなコンピューティングとネット

ワークの基盤が、人々のWell-beingを支え

るものになっていくと考えています。

AIの普及には
IOWNが必要不可欠

　人々のWell-beingを実現するためには、

より多くの人々の多様な価値観について知ら

なければいけませんし、複雑に絡み合いなが

ら深刻化する社会課題を解決するには、これ

までとは異なるスケールで情報を吸い上げて

分析し、未来の変化を予測していく必要があ

るでしょう。そのために、わたしたちは AI

の活用にも取り組んでいきます。

　近年世界的に注目と期待が高まっている

AIの活用もまた、IOWNと強く関係してい

ます。モビリティや工場はもちろんのこと、

人間や自然環境など無数の対象から得られた

情報を一箇所に集めていくことは現実的では

ないため、今後は各領域の AIが協調しなが

ら知識を分け合っていく非同期分散学習が進

んでいくと考えられます。膨大な情報を処理

する AIが相互にコミュニケーションを深め

ていく上でも、IOWNはコミュニケーション

インフラとなっていくわけです。

　私たちは以前より人間が日常的に用いる言

葉を AIが理解・生成するための自然言語処

理技術について研究開発に取り組んできまし

たが、今後さらに AIが社会へ広がっていく

ことを見据えて、これまでの研究開発で得ら

れた知見を活かし、独自の LLM（大規模言

語モデル）の研究開発を加速しています。

　LLMとは自然言語処理の分野で急速に進

で、電力効率は 100倍になることが予想さ

れています。

　IOWN構想では、光による情報伝送技術

や情報処理技術と、それらを統合する新た

なネットワークアーキテクチャを実現して

いくことで、ネットワークとコンピューティ

ングの世界にブレークスルーをもたらし、

新たな価値が創造できる未来につながると

考えています。

　具体的には、APN（All Photonics Network）

と呼ばれるネットワークとディスアグリゲー

テッドコンピューティング基盤というコン

ピューティング技術を導入し、その上で大量

のデータを処理・分析・利用するデジタルツ

インコンピューティングを通じて、ヘルスケ

アやモビリティ、エンターテインメント、農

業のような一次産業などさまざまな領域を

よりスマートにしていく未来を私たちは提

示しています。2019年に発表した IOWN構

想のもとで私たちは研究開発を進めていき、

2023年 3月、ついに APN IOWN1.0のサー

ビス提供を開始しました。IOWNは構想から

実現のフェーズへと移りつつあるのです。

　現在は個別の産業やシーンでのサービス

提供が中心となっていますが、今後さらに

AIやロボットの活用が増えていくにつれ、

IOWNを介した業界の連携も加速していくで

しょう。たとえば国内産業を見ても、製造業

や街づくり、医療、金融は言わずもがな、行

政サービスや教育など多くの産業を巻き込み

ながら IOWNは社会・産業の DXやデータ利

活用を強化していくと考えられます。無論、

こうした動きは国内産業のみならずグローバ

ルでも進展していくことが予想され、IOWN

が実現するデジタルツインコンピューティン

グによって国内外を問わず柔軟な連携も増え

ていくと考えられます。

　わたしたちはこれから IOWNを通じてネッ

トワークとコンピューティングを融合した新

たな基盤をつくり、Well-beingに満ちた持

光の情報インフラと DTCで創る世界

低消費電力

未来社会探索リモート空間転送

Another Meリモート
コミュニケーション

Social Wellbeing
Network

地球・人間活動の
包括的サステナビリティ

感性
コミュニケーション

デジタルツイン
コンピューティング

（DTC）

コグニティブ・
ファウンデーション

ディスアグリゲーテッド
コンピューティング基盤

オールフォトニクス
ネットワーク（APN）



76

NTT IOWN TECHNOLOGY REPORT 2023

化している技術で、その進化はデータの増大、

計算能力の向上、そして新たな学習アルゴリ

ズムの開発によって推進されています。その

なかでも、OpenAI社が開発した GPT-4の

ような LLMは現在日本でも多くの人々が利

用しているほか、ビジネスへのインパクトも

大きいものと考えられています。

　こうした進歩により、GPT-4のような

LLMは、人間と自然な対話を行う能力をも

つようになりました。他方で、LLMの発展

には倫理的な課題や技術的な課題も伴ってい

ます。たとえば、LLMは訓練データのバイ

アスを学習する可能性があり、それによって

不適切な出力を生成する可能性があります。

また、LLMは、その内部の動作がブラック

ボックス化されているため、その出力がどの

ように生成されたのかを理解するのは困難で

す。これらの課題を解決するためには、さら

なる研究と開発が必要となるでしょう。

　たしかに GPT-4のような LLMは驚くべき

性能を誇っていますが、まだ「コラボレー

ター」として人間と協働したり人生の「パー

トナー」として人と一緒に成長したりするこ

とは難しいでしょう。私たちはあらゆる環境

で人と自然に協調可能な AIの思考エンジン

をつくり、人々のWell-beingを実現できる

のではないかと考えています。

　そのためには人と同じ入出力インター

フェースをもつ AIが必要になるはずです。

実際に私たちはWebページに含まれる言語

を人のように視覚から読み解くための「Vis-

ualMRC(*1)」というモデルやプレゼン資料の

ように複数枚の画像集合にまたがる質問に

答えられる「SlideVQA(*2)」、あるいは日本

語の視覚的読解モデルの構築に取り組んで

います。私たちはこれらのモデルを活用する

ことで、人と対話的に協働できる汎用ソフト

ウェアロボットをつくっていきたいと考え

ています。

　一人ひとりがこうしたソフトウェアをアシ

スタントとして協働できるようになれば、人

と AIだけではなく、AIと AI、AIとモノのコ

ミュニケーションも増えていくことが考えら

れます。しかもテキストデータだけでなく人

間が知覚しているような視聴覚情報すべてを

AIも扱うようになるとすれば、AIは膨大な

量のデータを常にリアルタイムに処理する必

要が出てくるでしょう。人と AIが、AIと AI

がよりよく協調できる社会をつくるために

も、IOWNという新たな情報処理基盤は必要

不可欠になっていくのです。

　IOWNは、単に新たなコンピューティング

やネットワークの基盤を実現するだけではあ

りません。AIのような先端的な技術と人間

の協調を促し、さらにはこれからの社会を牽

引する価値観を支えていくために必要不可欠

な社会のインフラとなっていくのです。

*1── VisualMRC: 文書画像に対する機械読解
https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2021/
pdf_dir/A5-1.pdf

*2── SlideVQA: 複数の文書画像に対する質問応答
https://www.anlp.jp/proceedings/annual_meeting/2023/
pdf_dir/A11-4.pdf
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私たちが現在社会実装を進めている IOWNは、

ネットワークとコンピューティング、２つの柱

から支えられています。まずネットワークにお

い て は、「APN（All Photonics Network）」 と

呼ばれる新たなネットワークの展開を進めてい

ます。APNは次世代データセンターの基盤と

なるとともに、その性能を活かしてさまざまな

フィールドへの導入も進められています。また、

コンピューティングにおける柱は「光電融合デ

バイス」の開発です。5つの世代を設定しなが

ら研究開発を進めている光電融合デバイスは今

後第 3世代への移行を予定しており、世代が進

むにつれて、コンピュータの奥深くまで光によ

る情報処理が入り込んでいき、IOWN構想の実

現に必要不可欠となる新たな情報処理を実現し

ていきます。

NEW NETWORK & COMPUTER

IOWNを支える
２つの柱
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APN（All Photonics Network）
NEW NETWORK & COMPUTER

すべてを光でつなぐことで高速・大容量かつ低遅延の通信を実現するネットワーク「APN（All Photonics Net-
work）」。2023 年 3 月のサービス提供以降、APN は着実にこの社会へ広がろうとしています。医療やエンターテイ
ンメントでの実装を経て、今後 APN はどのように私たちの生活を変えていくのでしょうか。

すべての接続を「光」へ変換

　APN（All Photonics Network） は、光通信

技術を活用した新たなネットワーク基盤です。

光通信技術は、情報を光の形で伝送する技術

であり、電気信号に比べてより多くの情報を

短時間で送信可能です。現在、ファイバを用

いた光通信は広く普及していて、電気信号が

使われる場面はほとんどないと思われる方も

いるかもしれませんが、実際には通信の過程

で電気と光の変換が発生しており、質的にも

量的にもロスが生じてしまっているのです。

　すべての接続を光のダイレクトパスへ変換

することで、従来よりも圧倒的に大容量で低

遅延、かつセキュアなネットワークを形成で

きるでしょう。さらに光は波長を変えるこ

とで 1本のファイバの中に異なるネットワー

クをつくれることも特徴のひとつと言えるで

しょう。あるネットワークは従来的なイン

ターネットプロトコル、またべつのネット

ワークは医療専用プロトコルといったよう

に、APNは役割別のネットワークをつくる

ことも可能です。

　そんな APNが、2023年 3月に APN IOWN 

1.0としてサービス化されました。現時点では

100Gbps専用線を提供し、ユーザーはエンド

エンドで光波長を専有します。これだけでも

遅延は 1/200に縮まる上、遅延の可視化と調

整も可能となります。APN端末装置、APN-G

（ゲートウェイ）、APN-T（トランシーバー）

と3種のネットワーク装置が展開されており、

実際にその販売も始まっています。

各領域で進む
サービス化・アプリ化の実験

　APNは、光と電気の変換を抑えた光通信

技術を活用することで、データの伝送速度の

大幅な向上と、通信遅延の大幅な減少が可能

になります。通信遅延の解消は、VR/ARを

活用したコンテンツや AIを通じたコミュニ

ケーション、ロボットの制御など、さまざ

まな領域に大きなインパクトをもたらすで

しょう。

　実際に、私たちはいくつもの領域でプ

ロジェクトを展開しています。たとえば、

2023年 2月に実施したコンサートプログラ

ム「未来の音楽会Ⅱ」では東京・大阪のほか、

複数の会場をつなぐリアルタイム・リモート

演奏を披露しました。遠隔での合奏において

は、50ミリ秒（0.05秒）以上の遅延がある

と正確な演奏は不可能とされますが、このプ

ログラムでは東京・大阪間の映像・音声伝達

遅延を 20ミリ秒（0.02秒）に抑えました。

0.02秒とは 5m離れた人と会話する際に生

じる遅延時間であり、ほぼ違和感を感じない

レベルの遅延と言えるでしょう。さらにエン

ターテインメントの領域でも、3月に初の多

地点間お笑い・エンタメライブ「NTT西日

本 presents『未来のお笑イブ‼』support-

ed byよしもと」も実施。大阪府内 3カ所を

APNでつなぐことで遠隔でも違和感なく漫

才を披露できることを示し、会場の観客から

も大きな歓声が上がりました。

　もちろん、医療や金融などさまざまな産業
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においても、私たちは多くのパートナー企業

とともに共創に取り組んでいます。医療にお

いては遠隔手術支援ロボット「hinotori」を

使った実証実験を行っており、8Kの高精細

映像を見ながらロボットの操作を行えるよう

になっています。ロボットを介し双方向でも

リアルタイムで安定した作業を実現している

ことがこのプロジェクトの特徴と言えるで

しょう。

　また、金融においては単に遅延を減らすだ

けではなく、遅延調整機能により拠点間の遅

延差をマイクロ秒単位で調整できることを証

明しました。従来のネットワークは札幌や大

阪、福岡など地方の拠点から東京にシステム

へアクセスすると各地点ごとに遅延のゆらぎ

が発生していましたが、APNによって通信

遅延を測定し距離による遅延差を調整できる

ようになったのです。HFT（high-frequency 

trading）と呼ばれるミリ秒単位での高速な

取引が行われるなかで、APNはより公平性

の高い取引を実現すると言えるでしょう。

　こうした活用を通じて既存のサービスや表

現がアップデートされるのはもちろんのこ

と、これまでは実現できなかった表現や新た

なビジネスの創造へ APNは貢献していくは

ずです。

データセンターも急速に拡大

　APNは、私たちのデータセンター事業と

も深くつながっています。これまで NTTは

多くの企業のデータセンターを運営するコロ

ケーション事業を展開しており、グローバル

マーケットシェアとしては世界第 3位の規

模を誇っています。香港やシンガポールと

いった APAC地域からアジア、ヨーロッパ、

アメリカと世界 20以上の国や地域にデータ

センターを展開しています。

　APNの展開によってデータセンター間が

接続されることで、超高速かつ超大容量の

ネットワークを世界に広げ、世界中のデータ

物流を支えるとともにさらに使いやすいクラ

ウドサービスを提供できるようになるでしょ

う。さらに、近年は災害リスクへの対応から

データセンターの分散化が求められているほ

か、さまざまなトラブルへ対応するために

データを手元で安全に管理するなど、これま

で以上にデータセンターのニーズが多様化・

複雑化してもいます。APNが広がっていく

ことは新たなデータセンターのあり方を提示

することでもあり、さまざまな企業のニーズ

に対応した特色ある通信環境を構築できるよ

うになるはずです。

　APNの開発は現在進行系で進んでおり、

新たな通信技術の開発や基礎技術の改良も進

んでいます。たとえば私たちが開発した「オー

プントランスポート光伝送装置」は、コンパ

クトな装置によってベンダやシステムの世代

に縛られずユーザーがエンドツーエンドで光

パスを設定できるようにするもの。これまで

光ネットワークを構築するには専門的な知識

をもつ特定のベンダによる大規模な装置が必

要でしたが、光伝送装置の小型化とオープン

化により、多くの企業がより柔軟かつ手軽に

光のネットワークを構築できるようになりま

す。基礎技術においては大容量データを低遅

延で送る「マルチコアファイバ」や電気信号

と光信号を低消費電力で変換する「光電融合

デバイス」など、APNの展開に向けネット

ワーク間を高速大容量光パスでつなぐ光・電

子デバイス群の改良が進んでいます。こうし

た開発を通じて、さらに多くのアプリケー

ションでの利用が可能になり、多様なニーズ

に対応する通信ネットワークとなることが期

待されています。具体的には、2023年には

IOWN 1.0のサービスが開始され、2025年

には IOWN 2.0の開発が予定されています。

IOWN 2.0では、さらに高速・低遅延の通信

が可能となり、新たなデジタルサービスの提

供が期待されています。また、APNの普及

に伴い、データセンター事業やパートナー

シップの拡大など、さまざまなビジネスチャ

ンスが生まれると予想されています。

コアネットワーク

大容量・低消費電力・低遅延をもたらす光・電子デバイス

データセンタ エンドユーザメトロネットワーク

APN Step1
23 年 3 月サービス開始
・伝送遅延：1/200
・伝送容量：1.2倍

APN Step2※

県間通信
・伝送遅延：1/200
・伝送容量：6 倍以上
・電力効率：13 倍

APN Step3以降
更なる高度化
・伝送遅延：1/200
・伝送容量：125 倍
・電力効率：100 倍

APNの展開：システム

※大阪・関西万博で発表予定

ユーザー
端末

APN
端末装置

APN-G

同一県内

波長パス

光波長
専有APN-T

APN-G

APN-I/G APN-I/G

APN-I APN-I

APN-G

APN-T APN-T APN-T
APN-T

APN
端末装置 APN

端末装置
APN
端末装置

APN
端末装置

ユーザー
端末 ユーザー端末 ユーザー端末 ユーザー端末

県間通信

キャンパス NW
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電子デバイスと
光デバイスの統合

　私たちは、光と電気を統合する技術の研

究に取り組んできました。たとえば 2019年

4月にはイギリスの科学誌『Nature Photon-

ics』において、超低消費電力で高速動作可能

な光トランジスタの研究を発表するなど、「電

気」だけでなく「光」を活用する可能性につ

いて研究を続けてきました。

　こうした研究が IOWN構想の契機ともな

り、現在私たちは IOWNの実現に向け「光

電融合技術」の実装を進めています。新たな

情報処理のあり方を考えるうえでは、ネット

ワークのみならず、コンピューティングの面

においても技術的な革新を起こさなければい

けません。私たちはAPNを通じてネットワー

クを変えていくと同時に、コンピューティン

グにおいても「光電融合デバイス」の導入を

進めていきたいと考えています。

　光電融合デバイスとは、電子デバイスと光

デバイスを一つのシステムに統合すること

で、データ転送の速度を向上させ、エネルギー

効率を改善するものです。光電融合技術は、

サーバー間連携やコンピュータ内部の通信な

ど、大量のデータを高速に転送する必要があ

る場所で特に重要となるでしょう。

光電融合デバイスの進化

　光電融合デバイスは IOWN構想において

必要不可欠な存在といえます。IOWN2.0と

して開発されるボード接続用光電融合デバイ

スは、タイル型光エンジンによりボード間の

光接続を実現するもので、装置の低消費電力

化とパフォーマンス向上を図っています。こ

れは APNの低遅延化だけでなく大容量・低

消費電力化も促進するものです。

　さらに IOWN3.0で開発されるチップ間接

続用光電融合デバイスは、光電融合部をパッ

ケージ内シリコン（ダイ）の横に設置し、

パッケージ間の光接続を実現するもの。ボー

(a) 従来のサーバ構成

内部接続
比較的高速・低遅延

サーバ間接続はTCP/IPプロトコル利用
処理遅延大・処理負荷大

光により内部接続の
スケールを拡大

箱の単位を超えたラックスケールコンピュータ化
ラックスケール化を活かすオリジナルの
物理構成・論理構成・制御方式を検討

(b) ディスアグリゲーテッド・コンピューティング

光電融合デバイス
NEW NETWORK & COMPUTER

これまでは電子処理を前提としていたデバイスの中にも光技術を導入し「光電融合デバイス」をつくりだすことで、
私たちはコンピューティングの面からも新たな情報処理基盤を確立していきます。具体的に光電融合デバイスとは
これまでのデバイスと何が異なっており、どうやって光と電気を融合させていくのでしょうか。
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ドのさらなる小型化と低消費電力化が可能

となります。IOWN2.0ではボード間接続の

光化、IOWN3.0ではチップ間接続の光化が

進み、IOWN4.0ではチップ内の光化が実現

する予定です。2025年度には IOWN2.0と

してボード接続用デバイスを、2028年度に

は IOWN3.0としてチップ間向けデバイスを、

そして 2032年度以降には IOWN4.0として

チップ内光化を達成し、電力効率 100倍の

新たなデバイスの実現を目指していきます。

新たなコンピューティング
パラダイムの実践

　光電融合デバイスの実現と広がりを考える

うえで、ディスアグリゲーテッドコンピュー

ティングを無視することはできません。それ

は、コンピューティングリソース（CPU、メ

モリ、ストレージなど）を物理的なサーバー

から分離し、ネットワーク上で自由に組み合

わせて利用することができるコンピューティ

ングモデルです。これにより、リソースの利

用効率を向上させ、システムのスケーラビリ

ティと柔軟性を大幅に向上させることが可能

になります。ディスアグリゲーテッドコン

ピューティングは、クラウドコンピューティ

ングやエッジコンピューティングなど、新た

なコンピューティングパラダイムの実現に向

けて重要な役割を果たしています。また、AI

やビッグデータ分析など、大量のデータを高

速に処理する必要があるアプリケーションに

とっても有用なものだと言えるでしょう。

　ディスアグリゲーテッドコンピューティン

グは、特に大規模なデータセンターやクラウ

ド環境での利用が見込まれています。これら

の環境では、多数のユーザーが同時にさまざ

まなタスクを実行するため、リソースの需要

が非常に動的であり、ディスアグリゲーテッ

ドコンピューティングによりその需要に柔軟

に対応することができます。

　また、AIやビッグデータ分析のようなリ

ソース集約的なアプリケーションは大量の

データを処理するために大量のコンピュー

ティングリソースを必要としますが、ディス

アグリゲーテッドコンピューティングによ

り、必要なリソースを必要な時に必要なだけ

確保することが可能となります。

　さらに、エッジコンピューティングと組み

合わせれば、リアルタイムのデータ処理や低

遅延のアプリケーションにも対応できるで

しょう。エッジコンピューティングは、デー

タを生成するデバイスの近くでデータ処理

を行うことで、データ転送の遅延を減らし、

リアルタイム性を向上させる技術です。ディ

スアグリゲーテッドコンピューティングと

組み合わせることで、エッジデバイスのリ

ソースを最大限に活用し、エッジ環境での高

性能なデータ処理を実現することが可能と

なります。

　私たちは、ディスアグリゲーテッドコン

ピューティングアーキテクチャを採用した

新たなコンピューティング基盤の開発に取

り組んでいます。2026年頃の商用化を目指

して、OS、コントローラー、アプリケーショ

ンを開発し、IOWN構想を実現するインフラ

として活用していきます。

　私たちは光電融合デバイスの構想から実

現への移行を加速させるべく、2023年 6月

に光電融合デバイスの製造会社として NTT

イノベーティブデバイス株式会社を設立し

ました。また、6Gなども含む IOWN関連技

術の研究開発や実用化をさらに進めていく

べく、2023年度は IOWN研究開発全体で約

1,000億円の資金を投じています。今後も継

続的な投資を行い、前述のディスアグリゲー

テッドコンピューティング基盤やデジタル

ツインのようなサービス化も加速させてい

く予定です。

1Copyright 2022 NTT CORPORATION

超低遅延サービス 超低遅延＆⼤容量＆
低消費電⼒サービス

超低遅延＆超⼤容量&
超低消費電⼒サービス

更なる低消費
電⼒サービス

APN
サービス

光電融合
デバイス

サーバー
(SWB*)

低消費電⼒サーバー 超低消費電⼒サーバー 更なる低消費
電⼒サーバー

光電融合デバイスの展開

IOWN1.0 IOWN2.0 IOWN3.0
(ボード接続光化) (チップ間光化)

IOWN4.0
(チップ内光化)

*Super White Box

チップ内光化ボード接続⽤デバイスネットワーク向け
⼩型/低電⼒デバイス チップ間向けデバイス

2022年度 2023年度- 2029年度-2025年度- 2030年度以降

APN
サービス 超低遅延サービス

2022 年度　2023 年度 -

IOWN1.0 IOWN2.0
（ボード接続光化）

IOWN3.0
（チップ間光化）

IOWN4.0
（チップ内光化）

2025 年度 - 2028 年度 - 2032 年度以降

ボード接続用デバイス

低消費電力サーバー 超低消費電力サーバー

チップ間向けデバイス チップ内光化

超低遅延＆大容量＆
低消費電力サービス

ネットワーク向け
小型／低電力デバイス

更なる低消費
電力サービス

更なる低消費
電力サーバー

超低遅延＆超大容量＆
超低消費電力サービス

光電融合
デバイス

サーバー



1918

NTT IOWN TECHNOLOGY REPORT 2023

IOWN1.0の始動によって、今後ますます IOWN

を活用したサービスやアプリケーションの実

装が進んでいきます。その先には、いったい

どんな世界が広がっているのでしょうか。そ

して IOWNは既存の産業やビジネスにどんな

変革をもたらすのでしょうか。2030年をター

ゲットとしながらこれからの社会について検

討すべく、今回、3つの領域から有識者を招聘

しました。さまざまなビジネスを支えるプラッ

トフォーマーから、テクノロジーによって医

療を変革するベンチャー企業、AIと人間の関

係を問いなおす研究者――３人の有識者との対

話を通じて、2030年の社会を構想していきま

しょう。

1_

 　APN：APN が支えていく
　レジリエントなデータセンター
　対談：柳 嘉起（アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社）

2_

　IOWN for LLM ［1］：IOWNが支える

　生成 AI と新たな医療コミュニケーション

　対談：沖山 翔（アイリス株式会社）

3_

　IOWN for LLM ［2］：IOWNが支える

　生成 AI と人間のクリエイティブな未来

　対談：栗原 聡（慶應義塾大学）

HOW IOWN CHANGES THE WORLD

IOWNから見えてくる
2030年の世界
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対談： 柳 嘉起（アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社）

聞き手：海沼 義彦（NTT 研究企画部門 IOWN推進室）、

 井元 麻衣子（NTT 研究企画部門 IOWN推進室）

環境負荷を
いかに減らせるか
井元 麻衣子（以下、井元）　現在 NTTグルー

プは AWS Direct Connect のデリバリーパー

トナーとしてお客さまの拠点と AWSをつな

ぐネットワークの提供サービスを行ってお

り、APNをどんなユースケースに活かせる

のか議論しながら実証実験も進めています。

柳 嘉起（以下、柳）　私はソリューションアー

キテクトとしてお客さまの課題をテクノロ

ジーでどう解決できるか一緒に考えさせて頂

いており、その手段としてクラウドがありま

す。クラウドとはインターネット経由で IT

リソースをオンデマンドで利用することが出

来るサービスのことで、クラウドを活用する

上でネットワークは必要不可欠です。

海沼 義彦（以下、海沼）　ネットワークとデー

タセンターは不可分の存在ですね。4Kや 8K

の映像が一般化しメタバースや IoTが広まるこ

とで、通信量もどんどん増えていき、ネット

ワーク機器やサーバーを増やす必要からデー

タセンターも肥大化していきます。消費電力

も増えており、国や地域によってはデータセ

ンターの新設が制限されるところもある。

柳　企業の方々から、カーボンフットプリン

トやサステナビリティに関するお問合せをい

ただく機会もかなり増えています。国立研究

開発法人 科学技術振興機構配下の低炭素社

会戦略センターの報告 (*1)によれば、2018

年のデータセンターの消費電力は国内で 14

テラワット、世界で 190テラワットと言わ

れています。一方で、エネルギー効率の急

速な改善により、世界の電力使用量の約 1～

1.5%を占めるデータセンターとデータ伝送

ネットワークからのエネルギー需要の伸びは

抑制されているとも指摘されています。とは

いえ、今後 10年間のエネルギー需要と排出

量の増加を抑えるためには、エネルギー効率、

再生可能エネルギーの調達、研究開発に対す

る政府と業界の強力な取り組みが不可欠で

す。また、このペースで進んでいくと 2030

年には国内で90テラワット、世界では3,000

テラワットと予測されています。電力消費量

を押さえながら再生可能エネルギーへの転換

を進めることは、AWSのお客様でもある多

くの企業にとって喫緊の課題となっていると

思います。

海沼　まさに IOWNが取り組まなければい

けない課題です。

柳　建物をつくる際に低炭素コンクリート

APN によってネットワークのあり方が一新されるとすれば、あまねく産業に大きなインパクトが与えられるこ
とは間違いありません。APN のような新たなネットワークは既存のデータセンターやビジネスの課題をどのよ
うに解決し、どんなビジネス環境をつくっていくのでしょうか。多くの企業の事業を支えるアマゾン ウェブ サー
ビス（AWS）ジャパン合同会社の柳 嘉起氏に、これからのネットワークとデータセンターの可能性を尋ねます。

柳 嘉起
アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社 技術統括本部 エンタープラ
イズソリューション本部 シニアソリューションアーキテクト。通信領域
のソリューションアーキテクトとして NTTグループ各社とさまざまなプ
ロジェクトに取り組んでいる。

HOW IOWN CHANGES THE WORLD

APN：
APNが支えていく
レジリエントなデータセンター
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を使ったり、空調システムの最適化を行っ

たりするなど、AWSのクラウドデータセン

ターはインフラの設計から運用までの効率化

によって消費電力の削減に取り組んでいま

す。例えば、S&P グローバル・マーケット・

インテリジェンス傘下の調査会社である 451 

Research によると AWSのクラウドへ移行

することにより、日本の平均的な企業・公

共機関において 77%の CO2削減が可能であ

るというレポートがされています。Amazon

は 2025年までに、AWSを含むすべての事

業における再生可能エネルギーの電力比率を

100%まで到達させ、パリ協定の 10年前で

ある 2040年までにネットゼロカーボンを達

成しようとしています。

NTTグループ様との取り組みでも、AWS

のインフラストラクチャーで電力削減効果

を確認いただいた事例がございます。代表

的なものは、NTTドコモ様による、AWS 

Graviton2プロセッサでの 5Gコアネット

ワーク動作検証です。AWS Gravitonとは

AWS が開発したプロセッサで、コストパ

フォーマンスの良さと低消費電力が特徴で

す。第２世代にあたる Graviton2上で動作す

る 5Gコアネットワークの消費電力の検証で

は、現行のアーキテクチャの CPU で動作す

る消費電力と比較し同等以上の性能を達成し

つつ電力消費量が約 7割削減されることを確

認頂いております。

このように、お客様によるサステナブルな

システム構築を支援することも AWSにとっ

て重要なことだと考えています。AWS Well-

Architectedという AWSを活用した設計の

ベストプラクティス集があるのですが、ここ

でもサステナビリティは大きな柱のひとつで

す。お客さまと話す上でもサステナビリティ

は重要な指標になっていると感じますね。

通信の遅延解消が
意味するもの
柳　AWSはクラウドデータセンターにおい

て、このような取り組みを進めていますが、

ネットワークの部分では NTTさんとの連携

を進めています。

海沼　IOWNの APN活用につながる部分で

すね。既存のネットワークにおいては、ルー

ターやスイッチなど電気的な処理によって

データの行き先を仕分ける装置群が消費電力

の増加や遅延を生んでいましたが、APNは

エンドツーエンドを光でつなぐことで効率化

を進めます。もっとも、既存のネットワーク

を完全に排除するものではないため、パート

ナーのみなさまと相談しながら最も適切な使

い方を考えています。

柳　今年 6 月にテックカンファレンス

「Interop Tokyo」で発表した取り組みは、

Interopの会場である幕張メッセと AWS東

京リージョン (*2)間の一部区間を APN化す

るというものでした。高速・低遅延、ゆらぎ

の少なさが確認できましたので、APNの技

術によるクラウド接続でお客様と何ができる

か今からワクワクしています。

海沼　距離の離れた拠点を APNで結ぶ実験

はこれまで少なかったのですが、有意義な取

り組みとなりました。今後はその区間を広げ

ていくことを想定しています。長期的には

APNや光電融合技術を通じて AWSさんの

コンピューティングインフラの低消費電力化

や低遅延化に貢献できたらと思っています。

井元　大容量の映像の送受信やシビアな取引

を行う際は数十ミリ秒の差異が死活問題とな

るため、遅延の解消は重要ですね。遅延が解

消されていくことで、VRや XRの映像をク

ラウドから送信することも現実的になりつつ

あると思います。

データセンターに
もっとレジリエンスを
海沼　低消費電力化が進んでいくと、データ

センターのあり方も変わっていくかもしれま

せんね。大きなセンターを一箇所に集約させ

るのではなく、小さなセンターをいろいろな

地域に分散させられる。小さな拠点がつな

がるという意味では「データセンター」から

「データステーション」へ変わっていくとも

言えます。

柳　AWSのグローバルインフラストラク

チャでは、低レイテンシーと高可用性・耐障

害性・拡張性を実現しています。たとえば、

日本国内にある東京・大阪の 2つのリージョ

ンがあります。東京リージョンは 4つの「ア

ベイラビリティゾーン（AZ）」というデータ

センター群で構成されています。複数のアベ

大きな施設が一箇所に集約された

「データセンター」から

小さな施設が連携する

「データステーション」へ変わっていく
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イラビリティゾーンを使ってシステムを構築

していただくことは、お客様が高可用性・耐

障害性を実現するための手段のひとつです。

AWSでは、アベイラビリティゾーンは、意

味のある距離で物理的に隔離すると我々は明

確に定義しています。意味のある、という部

分を詳しくお話しします。落雷、竜巻、地震

などのリスクを考えると、データセンター間

の距離は離れていればいるほど良いです。た

だし、距離を取り過ぎるとネットワークレイ

テンシの問題が出てきます。これらを両立

するため、各 アベイラビリティゾーン はそ

れぞれ他の アベイラビリティゾーンから数

キロメートルから 100 キロメートル以内に

配置されるようデザインされています。海沼

さんがおっしゃるとおり、ネットワークが変

わっていくことでデータセンターの構成も変

わってくる可能性もありそうです。

井元　よりレジリエントなネットワークをつ

くる上でも、日本のみなさまが使っている

サービスやシステムが止まらないよう APN

を発展させていきたいですね。「いつでもちゃ

んと使える」ってすごく大事なことですから。

海沼　日常的に使われるシステムは広域分散

させることが一般的ですが、APNを使って

低遅延にできればより配置の選択肢も広がっ

てくると思います。

APN は社会を
最適化する
柳　社内でほかの業界を担当するメンバーと

話しをしても、NTT様の IOWNについて尋

ねられる機会が増えています。それはお客さ

まが IOWNと AWSを使えばこんな社会が実

現できるのではないかと関心をもってくだ

さっているからだと思います。遠隔医療や自

動運転の実現といった領域への期待はもちろ

ん大きいですが、メディアや放送業界の方か

らも APNへの期待が高まっている印象を受

けます。たとえば放送局や電波塔からの信号

のタイミングにズレが生じると、正しく映

像が再生できないなどの問題が起こります。

ルータホップ数などネットワーク的距離が送

信局ごとに違いますのでこれは日本中で起こ

る可能性があり、現在はこの対応のために事

業者側でさまざまな仕組み（単一周波数ネッ

トワークによる調整、ガードインターバルな

ど）を取り入れています。APNで同期した

信号を出力できれば、こうした問題を解決で

きそうですよね。IOWNは世の中の社会課題

を解決する技術だと感じます。

海沼　APNはその期待に応えられるポテン

シャルをもっていると思っています。医療や

放送の領域ではすでにさまざまな実証実験が

進んでおり、昨年の NTT R&Dフォーラムで

も遠隔の医療機器を APNでつなぎほぼ遅延

もなく操作できる環境を披露しました。ある

いは、スタジオとスタジアムなどを直接つな

ぐことでリモートプロダクションを実現する

ような実験にも取り組んでいます。

井元　既存のサービスが改善するだけでな

く、デジタルツインのような取り組みにも挑

戦していきたいですね。たとえば交通や人の

流れが可視化され、最適化を行えば渋滞や混

雑の緩和もできるはずです。無駄な時間がな

くなれば生産性が上がりますし、ウェルビー

イングにもつながっていくかもしれません。

柳　物流の領域にもデジタルツインが広がる

と、モノの動きが可視化できるようになり、

フードロスのような問題も解決できるのでは

ないでしょうか。必要なものを必要な場所に

届けられ、エネルギーの削減にもつながる。

IOWNによって社会全体が最適化されていく

のかもしれないですね。もちろん、AWSと

してもお客さまの課題を解決していかなけれ

ばいけません。

海沼　AWSさんと連携するなかで、単にネッ

トワークを提供するだけではなくパートナー

の方々と一緒に議論しながら新たな価値を生

み出すユースケースをつくる重要性を実感し

ています。一社だけでなくみんなでつくって

いくからこそ大きな変化が生み出せるわけで

すし、今後も APNを使って AWSさんと一

緒にサステナブルな基盤をつくっていきたい

ですね。

柳　お客様のサービスの向こう側にいる最

終顧客にどのような価値を届けられるのか、

そのために AWSは何ができるのか、一緒に

なって考えていきたいです。新しい技術でよ

り良い社会の実現にチャレンジできると思う

と、やり甲斐を感じます。

井元　デジタルツインもリモートプロダク

ションも、構想としては昔から存在していた

わけですが、APNのような新しいネットワー

クによってついに実現が近づきつつあるのだ

と感じます。APNそのものを広げていくこ

とももちろん必要ですが、既存のシステムを

活用しながら社会実装を進めるステップを研

究していくことも重要ですね。AWSさんと

は今後も密に連携しながら、さまざまな課題

に取り組んでいきたいです。

井元 麻衣子　NTT 研究企画部門 IOWN推進室

海沼 義彦　NTT 研究企画部門 IOWN推進室

 *1 ──情報化社会の進展がエネルギー消費に与える影響（Vol.2）https://www.jst.
go.jp/lcs/pdf/fy2020-pp-03.pdf 
*2── AWSリージョン：データセンターが集積されている地理的エリアを指す。
2023年 9月現在、世界に東京・大阪を含む 32拠点がある。AWS リージョンは、 3つ
以上の AZ（データセンター群） によって構成されており、それぞれが隔離され物理的
にも分離されている。 
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2030 年に想定される
国内 DC の消費電力量

90 テラワット時
増えつづけているトラフィックや計算量の増加に加えて、近年
重要視されているディープラーニングなどによる電力消費量が
急増しています (*1)。IOWNによる低消費電力化は、2030年
の社会を支える基盤の構築に貢献します。

2006 年と比較した
2050 年の国内 IT 機器消費電力量

12 倍
高速なネットワーク網の整備、スマートフォン、PC

などの普及、それに伴うトラフィックの増大により、
消費電力量は年々増加の傾向にあります (*2)。IOWN

のイノベーションを加速させることで、今後も想定さ
れる消費電力の増加に対応していきます。

2050 年までに増加する
再生可能エネルギーに
よる電力

2.3 倍
エネルギーの需用が増加する一方で、
CO2削減のために化石燃料などに頼
らないグリーンな電力の供給が増大す
る見込みです (*3)。IOWNによる限ら
れたエネルギーの最適化により、社会
全体の新しいエネルギー源へのシフト
に貢献します。

2030年以降に実現
予定の IOWN 4.0で
実現される電力効率

100 倍
将来的には、「伝送」と「処理」
を融合することで、ネットワー
ク網、情報処理、端末そのもの
に至るまで、光技術を活用する
予定です。IOWNは、超低消費
電力のチップや無線給電などの
技術を組み合わせ、ICTの常識
を変えることを目指します。

2040年までに IOWNの
取り組みにより削減できる
NTTグループの CO2排出量

45%
カーボンニュートラルが提唱されるなかで、再生
可能エネルギーの利用に加えて、IT機器そのも
のの消費電力を効率化する必要に迫られていま
す。IOWNは情報処理量の増大と消費電力削減の
両立を実現することで、CO2削減に貢献します。

サステナビリティとデータ通信
ファクトと予測で見る IOWNが実現する世界

*1 ──科学技術振興機構、2018年
*2──経済産業省、グリーン ITイニシアティブ、2007年
*3──米国エネルギー情報局、International Energy Outlook、2021年
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対談： 沖山 翔（アイリス株式会社）

聞き手： 西田 京介（NTT人間情報研究所）、

 大庭 隆伸（NTT 研究企画部門 IOWN推進室）、

 井上 鈴代（NTT 研究企画部門 R&D戦略担当）

HOW IOWN CHANGES THE WORLD

IOWN for LLM［1］：
IOWNが支える生成AIと
新たな医療コミュニケーション

AIを使いこなすため
に「曖昧さ」を知る
沖山 翔（以下、沖山）　もともと私は救急医

としてドクターヘリに乗ったり船医として働

いたりしていたのですが、医学と情報科学の

重なりを感じてアイリスを立ち上げ、現在は

AI医療機器の開発や販売を行っています。

井上 鈴代（以下、井上）　起業当時から AIと

医療のつながりを感じていたんでしょうか。

沖山　私たちが創業したときはまだ日本で

AI医療機器が認可されていませんでした。

アイリスはのどを撮影し AI判定を行うプロ

ダクトをつくっているのですが、開発当初は

データを集めることから始める必要があり、

業界内のデータ活用もあまり進んでいません

でしたね。現在は 30個前後のプロダクトが

認可されていますし、社会が変わったなと感

じます。

西田 京介（以下、西田）　AI診断のインパク

トは大きいと感じる一方で、完璧な診断を行

うことは難しいですよね。LLMもハルシネー

ションを起こすなど問題が指摘されることも

多いです。医療のように間違いが許されない

領域は特に AIの導入が大変そうです。

沖山　AIを完璧にすることではなく、人々

との信頼をつくっていくことが重要です。あ

くまでも診断をするのも責任をとるのも人間

です。私たちがプロダクトの導入を進めてい

く際も、ただ技術的な説明をするのではなく、

病院の先生方や患者さんへの届け方もセット

で考える必要があると思っています。

井上　業界全体での DXも進んでいると思う

のですが、やはり AIのインパクトは大きい

のでしょうか。

沖山　ビッグデータやニューラルネットワー

クからなるマルチモーダルな AIによって、

人間には理解できないような形で知が体系化

され、またそれがチャットという分かりやす

いインターフェースに落とし込まれた点が画

期的だと感じています。

西田　とくに現在の LLMは LLMをベースに

複数のメディア処理に拡張していけるのが面

白いですよね。従来は別々に分析されていた

言語や画像がつながるようになっていった。

他方で、学習元となるデータに反映された人

間の偏りを是正すべきかどうか悩むところで

もあります。

沖山 翔
1985年生まれ。東京大学医学部卒業、救急科専門医。日本赤十字社医
療センターでの勤務を経て、ドクターヘリ添乗医、災害派遣医療チーム
DMAT隊員、船医として救急医療に従事。2017年、アイリスを創業、AI

医療機器の開発を行う。

テクノロジーによる変革が最も期待されている領域のひとつが医療です。超高速・超低遅延のネットワー
クによる遠隔医療の普及はもちろんのこと、LLM のような AI 技術も医療産業を大きく変える可能性を秘
めています。単なる病気・怪我の治療のみならず包括的なケアの観点から見たとき、医療の未来はどこに
あるのでしょうか、AI 医療機器の開発に取り組むアイリス株式会社代表の沖山 翔氏に尋ねます。
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化していくんじゃないでしょうか。

大庭　私たちが開発を進めている IOWNは、

まさにそんな世界を想定しています。医療の

ように生命に直結する領域では、国や多くの

企業の方々とも連携しながらインフラをつ

くっていくつもりです。

沖山　新たなインフラがあるからこそ新たな

プロダクトが生まれる側面もありますから

ね。他方で、技術が発展していくと、むしろ

物理法則の限界を意識する機会も増えます。

たとえばネットワークが進化すると遠隔手術

も自由にできると思われがちですが、光速で

つないでも日本とブラジルを往復すると 0.2

秒くらいのラグが発生してしまうんですよ

ね。これだと細やかな反応が難しく、地球の

裏側まで離れたときの遠隔手術には別のスキ

ルが求められるようになってきます。

大庭　IOWNも遠隔手術の活用を想定してい

ますが、ご指摘のとおり、物理的な限界があ

ることも事実です。一方、遅延時間が固定だ

と人間は慣れると簡単に操作できたりする。

物理限界を知った上で、人間が管理できる問

いに転換することが問われているのだと思

います。

複数の AIが
連携していく世界
沖山　NTTさんも LLMを開発されているそ

うですが、個別の企業や医療といった領域別

のカスタマイズもありえそうですね。

西田　私たちは唯一かつ究極の LLMをつく

りたいわけではなく、個性や強みの異なる複

数の LLMが協調していける社会を想定して

います。ひとつの強大な LLMをつくろうと

井上　私自身、かつてヘルスケア機器に関す

る研究開発に携わっていたときは、お客様に

どう情報を届けるべきか悩んでいました。現

代人は膨大な量の情報に囲まれていますし、

下手に情報をとりすぎてバイアスがかかって

しまうこともある。

沖山　「曖昧さ」を認識する必要があります

ね。たとえば病院に行って風邪だと診断され

たからといって、100%風邪だとは限りませ

んよね。ChatGPTのような LLMでも同じこ

とがいえるのだと思います。

インフラとプロダクト
の関係性
大庭 隆伸（以下、大庭）　沖山さんから見て、

これからの医療においてネットワークはどう

機能していくと思われるでしょうか。

沖山　ネットワーク自体の進化は進んでいく

と思うのですが、医師が現場で診断するとき

に扱う情報は極めて高次元なものでもあり

ます。患者さんが話す内容だけでなく喋るス

ピードや息継ぎ、足取りなども全部意識して

いるわけです。ネットワークを考える上では、

こうした複雑なインプットデータをどう揃え

るかは今後のチャレンジですね。

大庭　ただのネットワークだけでなく、膨大

な量の情報を取得し分析できるだけのコン

ピューティングや AIも重要ですよね。

沖山　現在、耳たぶにシワがある人は心筋梗

塞のリスクが高いという学説が知られていま

すが、長い間、耳と心臓は関係があると思わ

れていませんでした。大量のデータをとって

いくなかで人間が気づきにくい相関関係が明

らかになることもありますし、人間の知覚を

超えたデータを扱えるようになると医療も進

患者とのコミュニケーションを

エンハンスするために

AI をカスタマイズする。 
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するとコストもかかりますし電力消費も大

きいと言われますし、複数の LLMが組み合

わさる方が社会実装の幅も広がると思って

います。

井上　医療の領域ではどんな LLMの活用が

ありうるのでしょうか。

沖山　最初の診断や手術だけでなく、継続的

なコミュニケーションに使われる可能性もあ

るでしょう。患者さんからすれば医師は数ヶ

月に一回ちょっと話すだけの存在ですし、

24時間フル稼働で並走してくれる AIには別

の価値があります。あるいは、常に客観的な

最適解を出す AIだけでなく、患者さんの主

観や価値観に寄り添って応答できる AIも重

要になっていきそうです。

井上　医療においてはコミュニケーションも

大事ですよね。日々一緒に成長できる AIが

生まれるといいのかもしれません。

沖山　現在医療費の多くを占めているメタボ

リックシンドロームや高血圧、糖尿病といっ

た生活習慣病を改善する上では、薬を飲むよ

り生活を改善する方が圧倒的に長期インパク

トが大きいんです。生活習慣を改善するコー

チとして LLMが伴走してくれるならすごく

価値があると感じます。もちろん、人件費や

創薬のコストを低減することにもつながると

思いますね。

大庭　LLMの開発も多額のコストがかかり

ますし、医療においてもデバイスや病院など

との関係づくりを考えながら継続性を考えて

いくことが大事ですね。

沖山　30年後など、将来的には LLMも国や

大企業が提供するようなインフラになるかも

しれませんよね。電気やガスのように、自分

の生活に合わせた LLMを契約するようにな

るのも面白そうです。

地球規模の最適化が
医療のあり方も変える
西田　LLMのインフラをつくる上では、IOWN

の存在も必要不可欠になるでしょう。

大庭　IOWNは、電気を光に置き換えること

でより効率的な情報処理を実現するもので

す。これまでは電力消費を考えず、需要など

の観点でシステムが規定されていたわけです

が、それが変わるとすべてのインフラが変

わっていくかもしれない。電力消費の観点か

ら見ると、現代のネットワークもモビリティ

も都市インフラも実は無駄だらけなんですよ

ね。誰も通らない道の街灯がずっとついて

いたり、ほとんど人が乗っていない電車が 5

分置きに走っていたりする。さまざまな無駄

がすべてエネルギーに跳ね返ってきてしまっ

ているのですが、IOWNでは AIやコンピュー

ティングを通じて地球規模の最適化を行える

ようになるんです。

沖山　地球規模の最適化が実現するのは魅力

的ですね。医療の領域ではまだ医師一人ひと

りの技術や経験の差がボトルネックになっ

てしまっていますが、その最適化を行う必要

もあるし、その先には IOWNが克服しよう

とするエネルギーの問題も顕在化するでしょ

う。情報処理の部分を AIで担いながら、医

師自体はコミュニケーションを担っていくよ

うになる可能性もありそうです。

井上　医療サービスのあり方も変わっていく

のでしょうか。

沖山　もちろん遠隔医療も広がっていくかも

しれませんが、個人的には視覚以外の情報を

扱えるようになることにも期待しています。

人間はほとんど視覚を通じて情報処理を行っ

ていると言われますが、医療の場合は視覚情

報って 2-3割程度だと思っています。会話

のなかの情報も重要ですし、触覚から得られ

る情報も非常に大きい。

西田　私も LLMの研究にあたって、味覚を

言葉に変換できないか考えたことがありまし

た。いまは画像をベースに情報を処理してい

ますが、さまざまなものを言語化できるよう

になると遠隔医療の可能性も広がるのかもし

れないですね。

沖山　たしかに、個々人の言葉づかいを一般

的な表現に置き換えて出力できるとかなり便

利ですね。実際に診療でも、認知症の方々な

ど思うように喋れない方もいますし、もっと

たくさんの情報があればより適切な治療がで

きるのにと思うことは多いです。現場だとご

家族がその役割を果たしていることが多いん

ですよね。傍から見ると高齢者や子どもは何

を言いたいかよくわからないように思えるけ

れど、ご家族はその意図をクリアに掴んでい

たりする。それを LLMが実現できると面白

いですね。コミュニケーションをエンハンス

するために、個々人の患者さんへカスタマイ

ズされた AIはとても魅力的です。

西田　言葉にならないことをうまく言語化し

てくれるのは患者さんもスッキリしそうで

す。診断や手術といったソリューションにと

どまらず、AIと人がうまく付き合っていけ

る可能性が見えてきたように思います。

西田 京介（右）NTT人間情報研究所
大庭 隆伸（左）NTT 研究企画部門 IOWN推進室

井上 鈴代（右）NTT 研究企画部門 R&D戦略担当
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2030年の世界の
医療画像向け AIの市場規模

約 1 兆 7,000 億円
今後画像を利用した AI治療のマーケットは、がんと心血管
疾患向けを中心に大きく伸びています (*1)。IOWNによって
新しい LLMのインフラが構築することで、データ解析によ
る診断サポートは、医師の働き方を大きく変えるでしょう。

日本政府が 2030年に目指す
電子カルテ導入率

100%
厚生労働省は政府が策定した「医療 DX令和ビ
ジョン 2030」に従い、医療 DXにおける柱の一
つとなる電子カルテの導入を進めています。フォ
トニクスの特徴を生かした APNによるセキュア
な通信や秘密計算・次世代暗号などのセキュリ
ティ技術により、IOWNはセンシティブな個人情
報を扱う情報基盤の構築に寄与します。

2040年に不足する
医療や介護など福祉関連の人材

96 万人
2022年版の厚生労働白書では、20～ 64歳の現役世代の人口が
急減し、現場での担い手が足りなくなる現状が指摘されています。
IOWNや LLMによるリソースの最適化を進めることで、少なくな
る医療の担い手が患者に寄り添えるような社会を目指します。

IOWN APNによって実証された
遅延のない遠隔手術の伝送距離

120km
2022年 11月に行なわれた国産手術支援ロボッ
ト hinotori™ をつかった実証実験では、8K 非
圧縮の映像を、セキュリティを確保しながら
遅延時間 1ミリ秒以下で転送することに成功し
ました。場所にとらわれない、安心安全な医
療の実現が近づきつつあります。

2022年 3月までに FDAが承認した
AI技術搭載医療機器数

343 件
アメリカ食品医薬品局（FDA）は規制整備を進めながら、
1997年からあらゆる製品の安全性と有効性を評価し、輸
出・販売の承認を進めています (*2)。IOWNが実現する低
遅延かつセキュアな通信環境は、世界で整いつつある、デー
タを活用した医療を受けられる環境に貢献します。

通信と AI が加速する医療の最適化
ファクトと予測で見る IOWNが実現する世界

*1 ── 日本経済新聞、2022年 12月 6日
*2 ── 日本貿易振興機構、2022年 3月
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対談： 栗原 聡（慶應義塾大学）

聞き手：西田 京介（NTT人間情報研究所）、

 大庭 隆伸（NTT 研究企画部門 IOWN推進室）

栗原 聡
慶應義塾大学理工学部教授／共生知能創発社会研究センターセンター長。
NTT基礎研究所、大阪大学、電気通信大学を経て、2018年から現職。人
工知能学会副会長・倫理委員会委員長などを兼任。人工知能や複雑ネット
ワーク科学などの研究に従事している。

創造性を加速させる
AIの使い方
栗原 聡（以下、栗原）　私は人工知能学会を

メインの活動基盤としてさまざまな取り組み

を進めているのですが、なかでも近年注目い

ただいているのが NEDO（国立研究開発法人 

新エネルギー・産業技術総合開発機構）の支

援を受けた手塚プロダクションとのプロジェ

クトです。5年間の研究プロジェクトの 4年

目を迎えた現在は、クリエイターの方々の力

となりよりよいものを量産できる AIの使い

方を考えるために、「TEZUKA2023」と題し

て『ブラックジャック』の新作の制作に挑戦

しています。

西田 京介（以下、西田）　『ブラックジャック』

のように有名な作品の新作をつくるのはチャ

レンジングな取り組みですよね。

栗原　生成AIに対してはネガティブな反応も

ありますが、AIのサポートによってちゃんと

『ブラックジャック』らしい作品をつくれたら

大きなインパクトがあると思っています。

大庭 隆伸（以下、大庭）　価値のあるコンテン

ツが登場することで、世の中の評価が一気に変

わる可能性もありますね。ヨーロッパなどでは

生成AIに対する批判も大きいからこそ、日本

から優れた表現を発信していきたいですね。

栗原　EUでは AI規制法案が議論され、アメ

リカでも AIを使うサービス導入の認可制限

が論じられています。そんな動きに対して日

本が流されずに独自路線を提示できるのか問

われていますよね。NTTのような大きな企

業の役割も非常に重要だと感じます。

西田　クリエイターの方が使う際はどんな活

用方法がありえるのでしょうか。

栗原　私たちは「インタラクティブ」をコン

セプトのひとつとして掲げていて、単に AI

が生成して終わりではなく、アシスタントや

友人のように AIとやりとりすることを想定

しています。たとえばストーリーを生成する

ための複雑なプロンプトをインタラクティブ

に整形して ChatGPTとクリエイターをつな

ぐ仲介 AIを開発するなど、クリエイターの

方々もまったくのゼロから何かを生み出すよ

り、AIがブレスト相手となる方が創造力が

加速するのです。一般の人々にとっては生成

された一見ちぐはぐに見えるストーリーも、

クリエイター方々からすると創造性を刺激す

るものだったりするんですよね。

LLM をはじめとする AI 技術の普及によって、AI と人、AI と AI、人と人――さまざまなつながりが問わ
れなおされてもいます。生成 AI に対するネガティブな反応も少なくないなかで、 AI は人間のコミュニケー
ションや創造性をどう変えていくのでしょうか。慶應義塾大学で AI を研究する栗原 聡氏とともに、これ
からの AI が人間とどのような関係性を築き上げていくべきなのか議論します。

HOW IOWN CHANGES THE WORLD

IOWN for LLM［2］：
IOWNが支える生成AIと
人間のクリエイティブな未来
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西田　LLMの革新的なポイントは、直接学

習していないようなものも出力できるように

なったことですよね。セレンディピティを生

み出せるようになった。AIが便利すぎて人

間の成長が止まってしまう危険性もある一方

で、AIと人間がお互いに高めあっていける

ような状態をつくりたいですね。

多様な AI から
生まれる創発
大庭　AIを考えるうえでは、ネットワーク

の存在も無視できません。すでに現在もネッ

トワークを通じて集まったデータの分析に

よって AIがコンテンツや広告のレコメン

デーションを行うようになっていて、人間の

意思決定がネットワークと AIによってコン

トロールされている側面もある。その結果、

アメリカのように社会の分断が加速してしま

うこともありますが、今後 AI同士が連携で

きると状況も変わっていく気がします。私た

ちは自然言語でしかコミュニケーションをと

れないので遅くて曖昧な議論に陥りがちです

が、AIが高速かつ高度に民主的な議論を行

えたら人間の社会にもフィードバックが起き

ると思います。

西田　NTTとしても、小型で多様な個性を

もつ AIがマルチエージェント的につながり、

人間と一緒に成長していくようなビジョンを

描いています。

栗原　LLMの性能というとパラメータの多

さが着目されがちですが、必ずしもパラメー

タが多くなくとも、高速なネットワークで連

携できるようになれば質の変化も起きていき

そうです。そのためには、やはり IOWNの

ようなネットワークが必要でしょう。多数の

AIが連携するとこれまでにない創発が起き

る可能性が大いにある。もちろん、そこで何

が起きるのか、果たして人間に制御できるの

かわからないのでドキドキするところでもあ

りますね。

西田　成長しつづけることが LLMの課題の

ひとつですが、AI同士で連携したり人と話

しながら成長したりできると、人それぞれ

に合わせた個性豊かな AIが生まれますし、

ある LLMが得た知見をほかで活かせるかも

しれません。もっとも、人間の感覚に合わ

せながら学習できるのか難しいところはあ

ります。

大庭　必ずしも人間の価値観に合わせて AI

をつくる必要はないかもしれませんが、当面

の間は寄り添う必要がありそうです。

栗原　単一の巨大な AIを想定すると人間が

AIに支配されてしまうことを危険視する人

も現れますが、多様な AIが存在するほうが

安心感もあるし、より民主的な環境が守られ

るかもしれませんね。

複雑な情報を扱う
インフラの重要性

人間の面倒くささに向き合うことが

これからの AI を考えていくこと。
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西田　「TEZUKA2023」ではどのように『ブ

ラックジャック』の分析を進められているの

でしょうか。現在は ChatGPTも画像を扱え

るようになりましたが、キャラクターの感情

の機微や背景まで完全に理解できるわけでは

ありませんよね。

栗原　まずは、人が漫画を読んで地道にテキ

スト化していくんです。物語やキャラクター

の説明はもちろんのこと、さまざまな情報を

テキストに落とし込んでいく。今回も物語の

分析を専門にしている先生に監修していただ

き、ひとつの話を複数人で読み解きながらテ

キストにしています。

西田　テキスト化する人々の読解力によって

生成される内容も大きく変わっていきそうで

すね。私たちはセリフのようなテキストだけ

でなく日々さまざまな情報をもとに意思決定

を行っていることに気づかされます。

大庭　言語は人間が制御しやすいのでよく使

われていますが、実際にはさまざまなセン

サーが集めているような情報の方が遥かに多

いわけですからね。センサーの情報を一箇所

に集約したら、何かイノベーションが起きる

かもしれない。

栗原　人間にとっては表情のようにノンバー

バルな情報や身体性が重要で、言語だけでは

足りませんよね。ただ、五感が扱う情報を処

理するのは難しい。より多くの複雑な情報を

扱えるようになるうえでも、IOWNのような

インフラのインパクトは大きいですね。

大庭　インターネットはいろいろなものをつ

なげましたけど、遅かったり止まったりする

ことが多いのも事実です。IOWNによって遅

延がなくなった世界は、AIにも影響を及ぼ

すと思っています。

面倒くさい人間に
AIは寄り添えるか
西田　AIが広まってきたことで、これまで

人がつくってきたものとは異なる情報が増え

てきてもいます。情報としてはリッチになる

反面、正確性が下がってしまう懸念もありま

すよね。たとえばChatGPTが出力した間違っ

た情報をそのまま載せたブログやニュースが

増えていくと、その間違った情報から学習し

て間違った AIが増えてしまう。その連鎖を

どう止めるのか、研究者として興味がありま

すね。AIをどう扱いながら社会としてロバ

ストになっていけるのかは大きな課題です。

栗原　ChatGPTは間違えるとよく言われま

すけど、間違っているわけじゃなくて単に

淡々と生成しているだけです。別に情報の正

しさを見抜いて出力するようなものではあり

ませんから。LLMってもともとは要約や文

章の変換が得意なのだけれど、学習の過程で

副次的に知識が増えていったともいえる。そ

れなりの論理的な思考力もあるけど、あくま

でも私たちの論理的な文章を学習しているだ

けですよね。心理学の二重過程理論は人間の

思考を自動的で処理が速い「システム 1」と、

意識的で処理の遅い「システム 2」に分けて

考えますが、LLMはあくまでも条件反射的

なシステム 1に属するものだと思います。本

来、信頼できる AIは、条件反射ではなく相

手のことを考えた上で答えてくれる必要があ

る。いまはあくまでも道具ですが、今後は自

分で考える AIに発展していくはずです。モ

チベーションをもった AIができたら私たち

と AIの間に信頼関係ができるかもしれない。

西田　いまの LLMは、人間が設定したゴー

ルに向かってプロセスを設計してくれます

が、LLM自身がゴールを設定できると自律

的になりますね。AI自身がどう考えて何を

すべきか考えはじめると、大きな進歩があり

そうです。これからの AIは責任をとって人

から恨まれるような存在になったり、AI自

身が欲望をもったりするのかもしれません。

他方で、いまの LLMの多くは「Common 

Crawl」というウェブのデータをベースにし

ていて、意外と個性がないんです。ウェブで

公開されていないデータが大量に増えていく

と状況も変わりそうです。たとえば会社の中

のデータを使うことで個性が出てくる可能性

はありますし、AIの発展を考えると、今後

は学習データも重要になっていきそうです。

栗原　LLMは決められたゴールに対して最

適化してくれるけれど、私たちの目的関数は

ひとつじゃないですよね。会社の利益だけを

見るなら人員削減が好ましくても、社員の

ウェルビーイングも含めて考えたらリストラ

しない方がいいかもしれない。それに人間は

合理的ではなくて、ときには感情にほだされ

て非合理的な判断を行うことが幸せにつなが

ることもある。ひとつの巨大な AIだけでは、

人間のややこしい目的関数に対応できないと

思います。まさに『ブラックジャック』に描

かれていたように、人間って面倒くさい生き

もので、その面倒くささに向き合うことこそ

がこれからの AIを考えることなのかもしれ

ません。

大庭 隆伸　NTT 研究企画部門 IOWN推進室

西田 京介　NTT人間情報研究所
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2022年時点での
国内のクリエイターの数

822 万人
デジタルプラットフォームの普及により
クリエイターエコノミーと呼ばれる経済
圏は拡大しています (*1)。生成 AIの活
用によりアウトプットのハードルは下が
りつつあります。IOWNによって実現さ
れる AI同士の創発は、クリエイターの
在り方を大きく変えるでしょう。

2018年と比較した
2030年のトラフィック量

16 倍
汎用 AIと生成 AIの利用がビジネスでも一
般的になることで、世界のデータセンター
におけるトラフィックは急速に増加するで
しょう (*4)。IOWNは、今後多数の AIが
AI同士で連携し人を介さない環境にも対
応できるインフラを実現します。

2023年時点で生成 AIを
利用したことがある
全国の 17歳～ 19歳の割合

36.1％
生成 AIを活用したことがある若者の数は、少
なくありません (*3)。今後AIとのコミュニケー
ションが当たり前となった世代が増え、IOWN

が実現する次世代ネットワークによる社会イン
フラが整備されれば、セレンディピティが必要
な創作活動に新しい変化が起きるはずです。

APN IOWN1.0を使い
東京大阪間で通信した遅延

8 ミリ秒
APNでは、従来のネットワーク比で遅延が
1/200（2023年 2月の実証実験で確認）。これ
は同じ空間で 3m離れた場合と同じ遅延です。
APNにより低遅延かつ高容量の通信が普及す
れば、空間を越えたコラボレーションをふくむ
様々な創作活動が活発化することでしょう。

2030年に推定される
世界全体の生成 AIの市場規模

14 兆円
今後生成 AIに関する市場は年 3割近い伸び率を示
し、2030年には 2022年と比較して 14倍にまで
拡大しています。高容量通信を実現する IOWNは、
文章や画像だけでなく動画や 3Dなど、より複雑な
情報へと拡張する市場でも価値を発揮します (*2)。

AI が変える
インフラと人間の創造性

ファクトと予測で見る IOWNが実現する世界

*1  ── 三菱 UFJリサーチ &コンサルティング、2022年 10月
*2 ── 総務省、2023年
*3 ── 日本財団、2023年 9月 1日
*4 ── 科学技術振興機構 低炭素社会戦略センター、2023年 2月
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　IOWNを活用した価値創出として現在実装

が進んでいるのが、DTC（Digital Twin Com-

puting）です。これは、複数のデジタルツイ

ンを自在にかけ合わせることで都市における

ヒトと自動車など、これまで総合的に扱うこ

とができなかった組合せを高精度に再現し、

精緻な未来予測や個々人に合わせたきめ細や

かなサービスを実現するもの。これまでも自

動車や工場の機会など現実空間のモノをデジ

タル空間上に再現することでリアルタイムな

状況把握や異常検知を行うことはありました

が、DTCはこれらを無数に組み合わせるこ

とで、大規模かつ高精度な実世界の再現、さ

らには実世界の物理的な再現を超えた人間の

内面をも含む相互作用をサイバー空間上で実

現していきます。

　DTCにはさまざまなユースケースが考え

られますが、現在はオフィスや商業施設を中

心としたサービス化や実証実験が進んでいま

す。なかでも APN IOWN1.0の実装が早速進

んでいるのが、東急不動産が渋谷で進めて

いる大規模開発です。これは東急不動産と

NTT、NTTドコモ、NTT東日本の 4社によ

る協業プロジェクトであり、環境問題をはじ

めとする社会課題の解決に向け、先端的な利

便性とサステナブルを両立した街づくりを進

めようとしています。

　本プロジェクトの第一ステップとなるの

が、広域渋谷圏での東急不動産が取り組む

街づくりにおける IOWNサービスの導入で

す。2023 年 11 月 以 降「Shibuya Sakura 

Stage」の東急不動産所有区画へ APN 

IOWN1.0を導入し、オフィススペースとイ

ベントスペースでさまざまなサービスが展

開される予定です。

　具体的には、どんなサービスが実現してい

くのでしょうか？　たとえばオフィス空間を

考えてみましょう。まず超高速通信オフィス

環境の整備によって、海外をはじめとする

遠隔地とも遅延のないリモート会議を行える

ようになりますし、大容量のデータを圧縮す

ることなく自由にやりとりできるようになり

ます。リモート会議においては、IOWNの通

信過程で AIによる自動翻訳を実装すること

も可能です。リアルタイムに自動翻訳が行わ

れることで、言語の壁を気にせずグローバル

規模でのチームプレーが広がっていくはずで

す。高解像度の巨大ディスプレイや 3D映像

を介したコミュニケーションもほぼ遅延なく

行えるため、従来とはまったく異なるコミュ

ニケーションが実現していくでしょう。もち

ろん、こうした通信が IOWNのディスアグ

リゲーテッドコンピューティングにより圧倒

的な低消費電力で実現することも忘れてはい

けません。これまでよりリッチなコミュニ

ケーションは、これまでより環境にやさしい

DTCが提供する豊かな都市生活のインフラ
DTC IS A NEW PLATFORM FOR URBANISM

ものでもあるのです。

　DTCは個々人の健康状態もリアルタイム

に把握できるため、健康の観点から見てもオ

フィスの体験は変わっていくでしょう。オ

フィスと併設されるジムを IOWNで遠隔地

とつなげば、オフィスにいながらにしてパー

ソナルトレーニングを体験できますし、企業

の福利厚生サービスもより充実していくか

もしれません。さらにはビルで働く人々の健

康状態も DTC上でシミュレーションできる

ため、アプリを通じてさまざまなレコメン

デーションも行えます。適切な食事や運動の

提案を行いながら、DTCは個々のオフィス

環境に応じた健康な働き方を実現してくれ

るのです。

　今後オフィス空間のみならず商業施設にも

DTCが広がっていけば、リモートコンシェ

ルジュの対応や XR技術を使ったショッピン

グにより、一人ひとりの趣味嗜好に応じた

満足度の高い購買体験も実現できます。海

外から日本を訪れた人ともリアルタイム通

訳を使ってコミュニケーションできますし、

e-sportsのようなエンタメも日本を超えて

さらに盛り上がっていくでしょう。これから

の街づくりにおいては、DTCこそが人々に

快適な体験を提供し、よりよい暮らしのイン

フラとなっていくのかもしれません。



IOWN Pickup
NTT版大規模言語モデル
言語処理の研究分野で世界トップレベルの NTT

が技術の粋を結集し、NTT版 LLMを今回の R&D 

FORUMにて発表します。是非ともご体感ください。

IOWN Now
APN（All-Photonics Network）
サービス開始された APN IOWN 1.0を活用した新

たなユースケース展示を紹介します。

次世代コンピューティング基盤
（Disaggregated Computing）

IOWN 2.0の実現に向けたコンピューティング基

盤に関する進捗を紹介します。

IOWN Evolution
オンデマンド型All-Photonics Network
オンデマンド型光パスにより高臨場映像伝送・

超高速コンピュータ間伝送などを実現し、APN

の社会インフラ基盤導入に貢献します。

無線の新たな展開
エクストリーム要件に対応する高度なサービスや複

数のユースケースの融合、新たなユースケースの

ニーズを創出する無線ネットワークを実現します。

NWによる融合と協調の実現
6G時代に向け、あらゆる端末 /NW/サービスを

協調し、最適に制御することで、リアルタイム

でリモートワールドな未来的サービスを実現し

ます。

スマートインフラ
あらゆるデータ、マンパワー、テクノロジーを

社会全体で共用し、サステナブルな社会インフ

ラマネジメントの実現に貢献します。

NWオペレーション・ロバスト NW
NWを始めとした ICTリソースにおいて、故障

や災害、電力需給状況の変動等にロバストなオ

ペレーション技術を紹介します。

Project Metaverse
～リアルとバーチャルの融合～
ヒューマニティを軸に、多様な人と社会の

well-beingを拡張する新しいコミュニケーショ

ン手段の実現に向けた取り組みを紹介します。

脳や身体の情報で個を支える
テクノロジー
脳や身体の情報を使うとこれまで見えなかった

ことが見えてきます。あらゆる生体情報を活用

した最新のテクノロジーで多様な個の課題解決

を支援します。

Well-being・生涯健康サポート
人の身体状態を未来予測する「バイオデジタル

ツイン ™」や、個人と集団のよりよいあり方をサ

ポートする「Social Well-being」などにより、人

と社会のWell-beingに貢献します。

全体を最適化するスマートシティ
AIを連鎖させて高度な価値を創出する街づくり、

4Dデジタル基盤によるモビリティやサービスロ

ボットでの価値創出をご紹介します。

データ管理・ソフトウェア
最先端の暗号技術やソフトウェア管理技術を用

いた取組をご紹介します。

IOWN Future
社会を豊かにする情報処理技術
社会課題の迅速かつ効率的な解決に貢献する情

報処理基盤と、それを実現するためのデバイス

技術に挑戦しています。

地球を育むサステナブル技術
安全・快適で持続可能な地球を育んでいくため

に、環境・エネルギー・宇宙の技術分野に取り

組んでいます。

人びとに活力を与える
医療・健康・人間拡張技術
人々がいきいきと活動・活躍できるように、医療・

健康管理技術や、人間拡張技術の研究を推進し

ています。

未来の情報流通を支える
ネットワーク技術
将来のさまざまな情報流通を支え、豊かなコミュ

ニケーションを実現するために、革新的なネッ

トワーク技術に挑戦しています。

APPENDIX

INTRODUCTION to
NTT R&D FORUM 2023
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NTT R&Dフォーラムでは、今年 3月にサー

ビスを開始した IOWNの具体的なサービ

ス・システム、ユースケース、要素技術など、

NTTグループ R&Dの最新成果について分

かりやすくまとめています。NTTグルー

プの AI技術を紹介する「IOWN Pickup」、

すでにサービスとして実装が進んでいる

「IOWN Now」、あらゆる産業に革新を起

こす「IOWN Evolution」、より長期的な視

点から未来の社会を考えるための「IOWN 

Future」――今年のフォーラムでは、4つ

のカテゴリからさまざまな取組をご紹介し

ています。

詳しい情報は、NTT R&Dのウェブサイト

でも公開しております。以下の QRコード

からぜひ御覧ください。

NTT IOWN TECHNOLOGY REPORT 2023
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NTT R&D Website

https://www.rd.ntt/
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